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◆ 美しい自然を活かしたむらづくり

◆ 村民にやさしいむらづくり

◆ 「鶴居びと」を醸成するむらづくり

現在、本村では、人口減少と少子高齢化の進展に伴う基幹産業の担い手不足、
高齢者への交通対策などの様々な課題に直面しています。これらの課題を克服
するためには、これまで進められてきた本村が持つ豊かな自然と環境を活かし
たむらづくりを継承していくだけでなく、新たな視点でむらの魅力を発見し、
様々な分野における新たな取組を進めていく必要があります。
本村のこれまでの歴史を踏まえつつ、産業振興に向けた新たな取組への挑戦
や、タンチョウとの新たな共存関係構築に向けた取組によって、「鶴居スタイル」
の確立に向けた新たな挑戦という願いを込めて、むらづくりのテーマを次のと
おり設定します。 村の強みである美しい自然の保全と共生を推進するとともに、地域資源を活

かした観光や新たな産業の振興に取り組むむらづくりを推進します。

村民の誰もが安心して快適に暮らすことができ、ともに支え合い、生きがい
を持って生活することができるむらづくりを推進します。

鶴居村に愛着とプライドを持ち、豊かな人間性を持った「鶴居びと」を醸成
します。また、「鶴居びと」の資質をもとに、世代や地域、立場を超え、村民
と行政が協力し合ってよりよいむらづくりを推進します。

総合計画とは
◦市町村が地域づくりを進める上で最も基本となる計画です。
◦鶴居村にとって５回目の計画となります。
◦2018年度から 2027年度を計画期間とする 10年間の計画です。
◦内容を大きく分けて「むらづくりのテーマ」と分野ごとの目標を示した「基
本構想」、分野ごとの取組内容を示した「基本計画」、取組内容を具体的
に進めていくための事業を定めた「実施計画」の３つで構成しています。

ごあいさつ
2018 年 3 月 　　　　　　　　

鶴居村長　大石　正行
この度、将来のむらづくりの指針として 2018 年度から 2027 年度までの 10 年

間を計画期間とする、「つるい未来創造プラン（第 5 次鶴居村総合計画）」を策
定いたしました。

この計画は、「未来（あす）を奏でる鶴居スタイルの確立～協働による新たな
時代への挑戦～」をむらづくりのテーマとして、今日の鶴居村を築いてこられま
した先人のご労苦やその歴史に感謝し、恵まれた地域資源を最大限に活かしなが
ら、村民一丸となって英知を結集し今後も厳しさを増すことが予想される社会情
勢の中、本村の持続的な発展につなげていくむらづくりを目標としております。

計画の推進に向けては、各種施策の計画的かつ効果的な実現のために全力を
尽くす所存でありますが、村民、地域、行政が連携・協力しながら目標の達成
や課題の解決に取り組むとともに、国や道をはじめとする関係機関の一層のご
理解とご指導を切にお願いするところであります。

おわりに、この計画策定にあたりまして貴重なご意見をお寄せいただいた村
民の皆様や慎重なご審議を賜りました村総合計画審議会及び村議会に対して深
く感謝申し上げる次第であります。

むらづくりの方向

基本構想

基本計画

実施計画

【基本構想】むらづくりのテーマと施策の大綱
将来に向けて、本村がめざす総合的かつ計画的なむらづくりの
基本理念を示すもの。

【基本計画】施策の大綱を実現するための基本的施策
基本構想で定めた施策の大綱を実現するための基本的施策を
体系的に明らかにするもの。
【実施計画】基本計画を推進するための具体的な事業
年度別に具体的事業の概要と実施年度を明らかにした計画。
基本構想、基本計画とは別に策定します。

未
あ す

来を奏でる鶴居スタイルの確立
～協働による新たな時代への挑戦～
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地域特性を活かした
活力あるむらづくり

基本目標

1
【産業・雇用・観光】

豊かで活力のあるむらづくりに向けて、第一次産業から第三次産業まで多様で調
和のとれた魅力と活力あふれる産業振興を推進します。

主 要 施 策
○農業基盤の充実
○技術や経営の向上、後継者確保の支援
○森林施業の推進
○特産品の開発と販路拡大
○観光関連施設の維持管理と充実
○滞在型観光の推進

○効率的な生産体制の整備
○生産品の付加価値の向上と新しい農業の展開
○木材の加工、付加価値の向上
○観光資源の保全、発掘
○観光情報の提供及びＰＲ活動
○雇用創出、起業への支援

ともに支え合い生き生きと
暮らせるむらづくり

基本目標

2
【保健・医療・福祉】

すべての住民が健やかに安心した生活が送れるように健康・福祉の向上に努めま
す。各種保健事業を充実させるとともに、住民組織や団体などと連携し、地域ぐる
みの健康づくりを推進します。また、住民の命を守るため安心して必要な医療を受
けることができる環境や救急医療体制の整備に努めます。

主 要 施 策
○健康づくりの推進
○介護予防の推進
○移動支援の充実
○保育所の充実
○子育て支援サービスの充実
○障がいに関する知識の普及

○生活習慣病等の発症予防と重症化予防の徹底
○介護保険事業の推進
○医療機関、広域医療体制、救急医療体制の充実
○放課後児童クラブの充実
○子育て支援世帯に対する支援
○低所得者への支援

安心・安全で快適に
暮らせるむらづくり

基本目標

3
【生活環境】

本村を取り巻く豊かで美しい自然環境と調和した、誰もが快適で暮らしやすく、
安らぎとうるおいのある生活環境の形成を推進します。
また、消防・救急体制の充実、交通安全・防犯対策の推進などの取組を進め、誰

もが安心・安全で快適に暮らせるむらをめざします。

主 要 施 策
○鶴居西公共エリアの施設及び環境整備
○村営賃貸住宅の整備
○バス路線の維持
○冬道対策の推進
○空き家対策の推進

○市街地の整備
○宅地の開発・販売
○地域公共交通の在り方の検討
○防災体制の充実
○救急・救助体制の充実

豊かな自然と共生する
美しいむらづくり

基本目標

4
【環境保全】

本村には豊かな自然、美しい景観など都市では得ることのできない魅力がありま
す。その魅力を次の世代へと大切につなぐため、自然と調和した循環型社会の形成
を図ります。また、公園や緑地の整備、景観形成などを通じて「美しい村」にふさ
わしいむらづくりを推進します。

主 要 施 策
○自然保護対策の推進
○公園や緑地の整備
○バイオマスの利用促進
○農業集落排水の維持管理
○ごみ減量化とリサイクルの推進

○施設や沿道の景観向上
○緑化、花いっぱい運動の推進
○簡易水道、営農用水の維持管理
○合併浄化槽の設置と維持管理の促進
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重点プロジェクト

本村の新たなむらづくりにおいて、分野横断的な対応により村が一体となって特に重点的に
取り組むテーマを定め、「重点プロジェクト」として設定します。

豊かな人間性を育む
むらづくり

基本目標

5
【教育・文化】

次代を担う子どもが健やかに育つための教育環境の充実、各世代が生涯学習やス
ポーツ・文化に親しむ環境の整備を図り、豊かな人間性を備えた「鶴居びと」の醸
成をめざします。

主 要 施 策
○生涯学習を推進する体制づくり
○教育内容の充実
○青少年育成事業の充実
○タンチョウとの共生に向けた検討
○旧村営軌道の保存と活用

○教育施設、設備の充実
○学校給食の充実
○スポーツ施設、社会教育施設の維持管理
○文化財の保護

みんなで歩む
協働のむらづくり
みんなで歩む
協働のむらづくり

基本目標

6
【地域づくり・行財政】

積極的な情報公開と村民参画による協働の取組を推進するとともに、自主・自立
した行財政基盤、効率的で健全な行財政を進める体制を確立し、信頼される行政運
営を推進します。
また、自分たちの村は自分たちがつくるという共通認識のもと、住民と行政が自助・

共助・公助を基本にした協働のむらづくりを進めていきます。

主 要 施 策
○地域や集落の活性化に向けた支援の充実
○村民相互の交流の推進
○地域資源のＰＲ
○健全財政運営の推進

○住民活動の支援
○住民参加の拡大
○広報・広聴の充実
○行政推進体制の充実

農業強化
プロジェクト
•農業の高度化と成長産業化
•新規就農者等、担い手・後継者
　の育成支援
•生産品のブランド力の向上と販
　路拡大に向けた取組
•新しい農業の事業化への支援

新たな雇用
創出プロジェクト
•地場産品を中心とした６次産業
　化の促進
•滞在型観光推進による雇用の創出
•新規起業、創業の支援

住民福祉
向上プロジェクト
•子ども・子育て施設の整備充実
•高齢者福祉の充実
•子育て支援の充実
•医療・介護の連携推進

地域を支える
ひとづくり
プロジェクト
•むらづくりや地域活性化に関す
　る支援の推進と活動の拡大促進
•学校教育、青少年教育の推進
•住民参画の場づくり
•地域のリーダー育成
•地域間交流の推進

鶴居モデル構築に
向けた環境共生
プロジェクト
•タンチョウとの共生に向けた鶴
　居モデルの構築
•バイオマス等による新エネル
　ギーへの取組
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